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平
成
幻
年
9
月
5
日
(
土
)
2
0
1
5
ゆ

い
っ
こ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
幻
年
日
月
刊
ω
日
に
竣
工
し
た
地
域

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
(
愛
称
ゆ
い
っ
こ
)

は
今
年
で

5
廃
年
を
迎
え
ま
す
。
ゆ
い
っ

こ
は
、
社
会
福
祉
法
人
松
前
町
社
会
福
祉

協
議
会
所
有
。

開
催
趣
旨
は

5
周
年
の
ほ
か
に
、
も
っ

と
松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
内
容

を
町
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
に
は
、

地
域
福
祉
事
業
の
推
進
、
訪
問
介
護
事
業
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

各
種
事
業
で
は
担
当
職
員
が
相
談
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
来
所
や

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
屋
内
で
パ
ネ
ル
展
示
等
と
言

い
伝
え
ら
れ
る
松
前
町
の
昔
話
の
垣
間
り
会
。

屋
外
で
は
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
授

産
製
品
(
ク
ッ
キ
ー
・
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
-

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
・
廃
池
石
鹸
な
ど
)
を
販

売
。
も
ち
ろ
ん
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
出
す

に
は
欠
か
せ
な
い
売
応
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。

か
き
氷
、
焼
き
鳥
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

焼
き
そ
ば
な
ど
を
販
売
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
者
の
ご
協
力
の
も

と
に
、
ほ
ぼ
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
年
に
l
回
の
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、

次
年
度
以
降
も
開
催
す
る
方
向
で
あ
り
ま

す
。
ゆ
い
っ
こ
ま
つ
り
で
は
、
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
方
々
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
供
な
ど
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
く
ほ
か
に
、
松
前
町
全
体
の
福

祉
を
考
え
る
目
、
住
民
に
よ
る
福
祉
活
動

を
考
え
る
日
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
c
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松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
、

共
生
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
初
年
度
の
共
生
一
卒
業
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
下
記
の

7
教
室
で
す
。
(
一
般
利
用

除
く
)
共
生
事
業
を
通
し
て
、
町
民
の
み
な
さ

ま
が
障
が
い
者
や
地
域
住
民
同
士
で
交
流

を
深
め
、
共
生
し
て
い
く
地
域
Q

つ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
す
。

出
陣
が
い
者
や
高
齢
者
ら
が
地
域
住
民
の

ひ
と
り
と
し
て
地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
な

3 

く
、
共
に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。今
日
各
地
で
「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
祉
の

股
界
で
は
、
決
ま
り
文
句
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
開
催
趣
旨
は
、
地
域
住
民
向
士
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
一
人
暮
ら
し
に
な
る
と
、
他

者
へ
の
配
慮
か
ら
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
よ
う
と
す
る
行
動
に
な
り
、
結
果
、

日
々
を
暮
ら
す
中
で
、
あ
る
日
は
誰
と
も

会
話
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
り

兼
ね
ま
せ
ん
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の

中
で
多
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
内
容
の
一

つ
に
お
昼
の
食
事
会
が
あ
り
ま
す
。
食
事

は
一
人
で
食
べ
る
よ
り
も
大
人
数
で
食
べ

る
ほ
う
が
楽
し
く
、
会
話
も
弾
み
ま
す
。

共
生
事
業
の
取
り
紐
み
に
も
こ
の
願
い

が
含
ま
れ
て
お
り
、
地
域
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
に
は
次
の
術
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

*
囲
碁
・
将
棋
(
各
5
セ
ッ
ト
)

*
ノ

i
ト
パ
ソ
コ
ン
(
無
線
L
A
N
)

*
一
ア
レ
ピ
カ
ラ
オ
ケ

(
B
0
0
曲
入
)

*
特
イ
ン
チ
テ
レ
ビ

*
白
人
用
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス

*
児
童
向
け
図
書

ゆ
い
っ
こ
通
信
、
ほ

l
ぷ
通
信
中
面
に

各
月
の
行
事
予
定
表
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
、
予
定
の
記

載
が
な
い
曜
日
は
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
仲
間
同
士
で
ゆ
い
っ
こ
利
用
を
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平
成
初
年
度
の
ゆ
い
っ
こ
で
開
催
し
ま

し
た
各
種
教
室
の
参
加
状
況
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

利
用
者
が
一
番
多
い
の
が
「
パ
ソ
コ
ン

教
室
」
で
、
時
代
を
反
映
し
た
状
況
に
思

わ
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
覚
え
る
の
は
一

苦
労
で
す
が
、
参
加
者
同
士
で
あ
れ
こ
れ

と
言
い
な
が
ら
、
操
作
に
窓
闘
中
で
す
。

451 

151 

72 

88 

379 

63 

46 

21 

折り紙数皇室

パソコン教室

楽しい手話会

97 

162 

83 

23 

14 

139 

19 

23 

昔話語り会

フォトフレーム
教室

26 

20 

369 

1，479 

5 

6 

378 

9 

21 

363 

1，101 

11 

2 

2 

142 

278 

しめ縄づくり

茶道体験教室

言十

般利用

-'"ト
Cコ
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(松前開の募金の使いみち)
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毎
年
日
月
1
日
に
始
ま
る
共
同
募
金

運
動
。
共
同
募
金
運
動
に
は
、
中
亦
い
羽

根
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

の
二
つ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

募
金
活
動
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

各
都
道
府
県
共
同
募
金
会
と
傘
下
の
市

区
町
村
共
同
募
金
委
員
会
と
連
携
し
て

共
同
募
金
運
動
を
行
う
こ
と
か
ら
全
国

一
斉
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す。
募
金
方
法
は
市
区
町
村
共
同
募
金
委

員
会
で
綴
々
な
方
法
(
一
戸
別
募
金
や
職

域
募
金
、
法
人
募
金
、
街
頭
募
金
な
ど
)

に
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

松
前
町
で
取
り
組
む
組
織
が
松
前
向

共
同
募
金
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。

役
員
山
名
(
理
事
8
名
、
監
事
2
名)、

評
議
員
同
同
名
が
選
任
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

lIIust悶針。nbyアイラ
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任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
2
年
で
す
ロ

事
業
計
閥
、
募
金
目
様
額
な
ど
は
、

地
域
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
理
事
会

に
て
協
議
決
定
し
、
評
議
員
会
に
諮
ら

れ
て
承
認
さ
れ
る
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
共
同
募
金
に
係
る
基
本
的
な
法

律
は
社
会
福
祉
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
事
務
局
は
、
松
前
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
幻
年
度
共
同
募
金
運
動
の
詳
細

は
、
松
前
町
共
同
募
金
委
員
会
発
行
の

広
報
紙
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
募
金
助
成

を
受
け
て
福
祉
活
動
を
行
う
社
会
福
祉

協
議
会
と
し
て
も
啓
発
を
行
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
共
同
募
金
運
動
の
歴
史
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
却
年
、
終
戦
直
後
、
生
活
困
窮
者
と
戦
災

孤
児
の
激
増
な
ど
、
深
刻
な
社
会
的
・
経
済
的
混

乱
の
な
か
で
、
包
は
「
生
活
保
護
法
」
(
昭
和
引

年
叩
月
制
定
)
を
中
心
と
し
た
公
的
扶
助
政
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
戦
前
田
内
に

6
，
7
0
0余
あ
っ
た
民
間
社
会
福
祉
施
設
は
、

戦
災
に
よ
っ
て
3
，
O
O
O余
に
激
減
し
、
さ
ら

に
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
物
価
の
高
線
、
物
資
の
入
手

難
な
ど
に
よ
っ
て
、
復
悶
(
は
お
ろ
か
施
設
の
維
持

さ
え
も
困
難
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
引
年
、
連
合
翠
総
司
令
部

(
G
H
.
Q
)
は、

国
が
行
う
べ
き
政
策
一
を
民
間
の
事
業
体
に
行
わ
せ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
、
民
闘
が
行
う
事
業
へ
の

公
金
支
出
を
禁
止
す
る
覚
書
を
固
に
発
し
ま
し
た
。

当
時
、
「
公
私
分
離
の
原
則
」
と
呼
ば
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
民
聞
社
会

福
祉
事
業
の
活
動
資
金
を
確
保
す
る
た
め
の
寄
付

金
募
集
(
共
同
募
金
運
動
)
を
、
全
国
的
に
実
施

し
よ
う
と
い
う
気
運
が
公
私
の
問
に
高
ま
り
、
こ

の
還
動
を
展
開
す
る
た
め
に
「
社
会
事
業
共
同
募

金
中
央
委
員
会
」
(
現
在
「
中
央
共
悶
募
金
会
い
)

が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
併
行
し
て
、
厚
生
省
(
現

在
「
厚
生
労
働
雀
」
)
が
提
唱
し
た
、

E
民
の

M

た
す
け
あ
い
の
心
H

を
喚
起
す
る
「
国
民
た
す

け
あ
い
運
動
」
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
た
め
の

「
共
同
募
金
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ス
卜
)
笑一

施
要
織
」
が
昭
和
辺
年
8
月
に
策
定
さ
れ
、
第
-

自
の
共
同
募
金
が
昭
和
幻
年
け
月
お
臼
か
ら

η
月

お
日
ま
で
の
1
カ
月
を
運
動
期
潤
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。



畢
成
舗
骨
骨
融
機

離
日
間
関
募
金
鰻
い
み
事

赤
い
羽
根
共
同
募
金

ム
ザ
高
齢
者
支
援
事
業

①
ひ
と
り
の
不
幸
も
見
の
が
さ
な
い
活

動
助
成

②
松
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
助
成

第3号

や
障
が
い
児
者
支
援
事
業

①
松
前
町
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
助
成

②
ふ
れ
あ
い
運
動
会
開
催
助
成

社協通信

A
V

児
童
・
青
少
年
支
援
事
業

①
児
童
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成

や
住
民
を
対
象
と
し
た
支
援
事
業

①
共
同
募
金
挽
進
助
成

②
地
域
活
動
挽
進
事
業

や
組
織
運
営
の
た
め
の
費
用

①
松
前
町
共
同
募
金
委
員
会
事
務
費

②
渡
島
地
方
共
同
募
金
委
員
会
活
動
費

や
北
海
道
全
域
で
の
助
成
財
源

①
北
海
道
全
体
枠
で
助
成

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

5 

や
年
末
時
に
行
わ
れ
る
事
業

①
単
身
老
人
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
事
業

共
同
募
金
は
、
市
区
町
村
共
同
募
金
委

員
会
で
州
民
や
法
人
な
ど
に
募
金
協
力
を

お
願
い
し
、
集
計
後
、
募
金
金
額
を
北
海

道
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
ま
す
。

市
区
町
村
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
募

金
使
途
計
画
を
作
成
。
こ
の
計
聞
に
基
づ

き
、
北
海
道
共
同
募
金
会
が
次
年
度
に
市

区
町
村
共
同
募
金
委
員
会
へ
送
金
。
そ
こ

か
ら
、
市
区
町
村
内
の
社
会
福
祉
協
議
会

や
福
祉
団
体
等
へ
助
成
金
を
交
付
・
活
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

松
前
町
で
の
共
同
募
金
の
使
い
み
ち
に

つ
い
て
は
、
総
体
で
は
よ
記
事
業
に
助
成

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住
民

が
関
わ
る
地
域
福
祉
活
動
に
重
点
を
霞
い

て
い
ま
す
。

上
記
に
記
載
し
て
い
る
高
齢
者
支
援
事

業
の
「
一
人
の
不
幸
も
見
の
が
さ
な
い
活

動
助
成
」
事
業
は
、
町
内
会
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
ま
れ
る
一
卒
業
で
す
。
平
成
初
年

度
は
日
の
町
内
会
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
の
見
守
り
ゃ
安

否
確
認
、
古
向
鈴
者
ら
の
交
流
活
動
を
通
し

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
守
つ
く
り
を
共

同
募
金
が
支
え
て
い
る
こ
と
を
町
民
の
み

な
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

機盟議翻識麟

rttt'J的不幸晃的部立~，\活動B品目苦 j

高齢者見守り隊(活動)

長寿と楽しむ会()I:流活動事業)

敏老会

介護予防「タンポポ教室j

唐津町内会高齢者交流事業

大沢を元気な地域に「裸の付き合い」

大作戦事業

赤神地域3主流会

大磯健康クラブ事業

豊福町内会カモメ教室・お祝い餅の

配付事業

第13@)書部地区ふれあい広場

介護予防しらゆり教室

地域)1:流事業(原口敬老会)

茂草町内会敬老会事業

博多町内会

建石町内会

静浦町内会

荒谷町内会

唐津町内会

大沢町内会

ま
た
、
当
事
者
級
織
で
あ
る
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
へ
の

活
動
資
金
が
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
会
員
(
仲
間
)
が

増
え
、
研
修
会
や
交
流
会
な
ど
の
活
発
な

活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
健
康
を
高
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

例
年
、
歳
未
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
全

額
、
松
前
向
社
会
福
祉
協
議
会
へ
助
成
さ

れ
、
「
単
身
老
人
ク
リ
ス
マ
ス
慰
問
事
業
」

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤神田IJI考会

大磯部]内会

景福町内会

清音sffiJ内会

臼神町内会

原口町内会

茂車町内会

満
叩
歳
以
上
の
単
身
老
人
の
方
を
対
象

に
民
生
委
員
、
問
内
会
関
係
者
、
松
前
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

を
い
た
だ
き
、
平
成
初
年
度
は
問
名
に
慰

問
口
聞
を
お
届
け
。
慰
問
口
聞
は
、
「
ロ

l
ル

ケ

i
キ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

l
ド」

ロ
ー
ル
ケ

l
キ
も
喜
ば
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
地
元
小
学
生
に
作
成
い
た
だ

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

l
ド
が
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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平成:t:z年度が忌始まっ~て、幾たびの改正を経でし今年で15年よ松前町内1ごもたくさんの事業 i
;所ができまじたい介護の相談やサービス利用の際に…ご活用ください。

事業者名称 事業所所在地 運営法人
電 話

種類 (FAX) 

訪問介護 社会福祉法人
干049-1512 42-2270 

松前町社会福祉協議会
字福山236-4 (社福)松前社協 (42 -5880) 

指定訪問介護事業所

ヘルパースァーション 'f049-1505 
側Milieu

46-2911 
春 字博多235 (46-2912) 

居
通所介護 ァイサービスセンタ 'f049-1501 42-4815 

松前南殿荘 字建石216-184
(社福)松前福祉会 (42-2653) 

宅 ァイサービスセンター 'f049-1643 44-2564 
ほのか苑 字赤神352-10

開向日葵 (44-2564) 

サ レープ 'f049-1505 46-2911 
デイサービスREVE

字博多235
側Milieu (46-2912) 

デイサービスひだまり
'f049-1517 

ハイム介護計画附
42-5755 

字朝日472 (42 -5756) 

ピ 福祉用具
手事限会社にしむら薬局

'f049-1511 
(報にしむら薬局

42-2135 
貸与 字松城12-1 (42-62116325 ) 

ス
特定福祉

有限会社にしむら薬局
'f049-1511 

開にしむら薬局
42-

用具叛売 字松城12-1 (42-5152) 

短期入所 短期入所生活介護 'f049-1501 
(社福)松前福祉会

42-2550 
生活介護 松前南殿荘 字建石216-184 (42-2653) 

訪問看護
松前町立病院

'f049-1503 
松前町

42-2515 
(医療系) 字大磯174-1 (42-2516) 

居宅介護 松前町指定居宅介護 'f049-1592 
松前町

42-2275 
支 援 支援事業所 字福山248 (46-2048) 

属
指定局宅介護支援事業所 'f049-1501 42-4177 
松高官南殿荘 字建石216-184

(社福)松前福祉会 (42 -2653) 
毛{ 

社会福祉法人

松前町社会福祉協議会
〒049-1512

(社福)松前社協
42-2270 

介 指定居宅介護支援事業所
字福山236-4 (42 -5880) 

松前ケアセンター
'f049-1503 

陪)サカイヤ
43-2262 

華日 字大磯205-1 (43-2362) 

友愛サポート 'f049-1517 
同友愛サポート

42-5123 

支 居宅介護支援事業所 字朝日237-11 (42-5127) 

ケアプラザ蕃
'f049-1505 

閥Milieu
46-2911 

字博多235 (46-2912) 
援

居宅介護支援事業所 'f049-1641 42-2108 
ダンデライオン 字館浜479

中三株式会社 (42-2108) 

介護予防 介護予防 松前町 'f049-1592 
松前町

42-2275 
支 援 支 援 地域包括支援センター 字福山248 (46-2048) 

施 5生 介護老人 特別賞護老人ホム 'f049-1501 
(社福)松前福祉会

42-2550 
サービス 福祉施設 松前南殿在 字建石216-184 (42 -2653) 

地 主或 認知症 グループホーム 'f049-1644 
同五十嵐水産

44-2065 
密着型 対応型 いiク世ずi-tプa・ゆずりはの里 学静浦409-4 (44-2566) 

サービス 共同生活 ホム 'f049-1522 
松前さくら苑側

42-5331 
介 護 松前さくら苑 字大沢652-13 (42-5338) 
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あなたの暮らしの“安心"をお手伝いする事業です

福祉サービスを利用したいけれど、手続きの仕方がわからない。銀行に行ってお金をおろしたいけ
れど、自信がなくて誰かに相談したい。商品勧誘の人が来たとき、どう対応していいかわからない。
毎日の暮らしのなかにはいろいろな不安や疑問、判断に迷ってしまうことがたくさんあります。日常
生活自立支援事業は、このような場合に、福祉サービスの利用手続きや、金銭管理のお手伝いをして、
あなたが安心して暮らせるようにサポートします。

相談からサービスの提供まで、松前町社会福祉協議会がお手伝いします

臼常生活自立支援事業は、社会福祉協議会が実施しています。
相談からサービスの提供にいたるまで、社会福祉協議会で働く「専門員JI生活支援員」があなた
のところにうかカEいます。
専門員の役割:国りご、とや悩みご、とについて相談を受げます。そしてご本人の希望をもとに適切な支

援計画をつくり、契約までサポートします。サービスの利用を始めてからも、支援計画を変えたい場
合や心配な点があればいつでも相談にうかがいます。
生活支援員の役割:契約内容にそって、定期的に訪問します。福祉サービスの利用手続きや預金の出
し入れをサポートします。

松前町社会福祉協議会 でんわ 42-2270

日 C~長活鴎窮者自立支援法.J Iこ基づく棺談センターです~

ひとりで儲まずに気軽に樺談ください
あなたなの周りで闘っている方やご心配な方がいたら、お知らせください。

お臨りごとへの檎談@支援と開題解決に向けて
生活上(暮らしや仕事)の悩み経済的な困りごとなどまわりに打ち明けにくいこと、解決に
かかる費用のご心配など、気にせずご相談ください。
穏談は無料で、個人情報はじめプライバシーは厳守致します。

北海道社会福祉協議会 自立相談支援センターおしま

おし言葉闘。τ(膿っと)か騒い電ンター
所在地七飯町本町5丁目 1蚤6号
でんわ 0138-64-6280 FAX 0138-64-6281 

給関歌謡壊鰐会
チャ!)ヂィ弓J:ラ3者ケ発裏金

平成27年10月18日(日) 10:30~ 

江良パートナ シップランドいさりぴ

松前歌謡愛好会実行委員会

道南歌謡連合会

松前町社会福祉協議会

代表鎌田芳男怨42-3553

入場無料

お気軽iごお越しください
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9
月
よ
り
家
庭
介
護
教
室
を
地
域
福
祉

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
に
よ
り
、
介
護
を
必
要

と
す
る
方
は
増
え
る
傾
向
で
す
。
そ
れ
で

も
健
様
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す

が
、
備
え
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

や
無
理
な
く
安
心
し
て
介
護
を
し
た
い
。

や
将
来
の
介
護
に
倣
え
て
勉
強
し
て
み
た

い。

A
V

こ
れ
か
ら
資
格
を
取
り
た
い
と
考

え
て
い
る
方
。

基
本
的
な
介
護
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介

護
全
般
の
相
談
や
介
護
保
険
制
度
の
情
報

提
供
な
ど
も
行
い
ま
す
。

社協通信

家
庭
介
護
教
室
開
催
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。
参
加
申
込
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。第
ワ
白
酒
高
齢
者
疑
似
体
験

竺
白
向
齢
者
疑
似
体
験
教
材
を
使
用
し
、

実
際
に
体
験
。
(
茸
が
聞
こ
え
に
く

い
、
自
が
見
え
に
く
い
、
膝
が
悪
い

な
ど
教
材
で
体
験
し
ま
す
)

日

詩

泊

丹

市

日

附

午
後
1
時
お
分

5
午
後
2
時
お
分

地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ

ゆ
い
っ
こ

場

FJi 

第
3
回
介
護
技
術
①

内
容
*
移
動
・
移
乗
の
介
肪
な
ど

間開催

E

汁
月
(
未
定
)

第
4
回
介
護
技
術
②

内
容
*
お
む
つ
受
換
の
介
助
方
法

開
催
日
ロ
月
(
未
定
)

第
3
回
、
第
4
罰
は
開
催
日
未
定
に
つ

き
、
今
後
の
ほ
|
ぷ
通
信
又
は
ゆ
い
っ
こ

通
信
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

松
前
町
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
は
、

障
が
い
者
や
協
会
の
活
動
に
賛
同
す
る

方
を
対
象
に
、
仲
間
e
つ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

活
動
目
的
は
、
会
員
同
士
の
緩
陸
交

流
を
主
体
に
、
研
修
会
参
加
や
渡
島
地

区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
事
業
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

本
年
8
月
に
は
、
渡
島
地
区
身
体
障

答
者
福
祉
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
森

町
に
て
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

5
月
は
、
花
見
交
流
会
、

ω月
に
は
、

町
内
で
の
室
内
運
動
会
、
日
月
に
は
日

帰
り
研
修
旅
行
、

1
月
に
は
新
年
交
流

会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
数
日
叫

名
弱
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
協
会
の
事
務
局

を
担
っ
て
い
る
、
松
前
町
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

新
会
員
大
歓
迎
で
す
。

電
話
担

|
2
2
7
0

社
協
通
信
第
3
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

広
報
作
成
の
際
に
い
つ
も
感
じ
る

こ
と
は
言
葉
を
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
、

と
猟
感
す
る
次
第
で
す
。

ペ
ー
ジ
設
定
や
記
事
内
容
の
順
番

な
ど
は
こ
れ
で
い
い
の
か
な
ど
な
ど
、

思
案
に
暮
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
会
な
ど
で
取
り
組
ま

れ
る
行
事
の
取
材
に
も
出
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
と
も
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

ゆ
い
っ
こ
ま
つ
り
を
社
協
組
織
と

し
て
全
部
門
参
加
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
附
民
皆
様
に
は
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

本
業
の
他
に
福
祉
団
体
の
事
務
局
も

担
っ
て
い
ま
す
。
松
前
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
松
前
向
心
身
障
害
者
福

祉
協
会
、
松
前
町
共
同
募
金
委
員
会

の
3
団
体
。

本
誌
で
も
一
部
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
よ
り
詳
し
く
紹
介

で
き
る
よ
う
紙
面
工
夫
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。


